
静（前夜祭）と動（本祭）で思いをひとつに「鎮魂」と「希望」に向けた川開き＿
リポート＆カメラ加藤友成（18回生）

石小児童の復興への祈りが込められた手書きポスター　　隆に打ち上げられた船の後方に「負けるな花火」が…

位牌に緑香をあげる子供たち

北上川中瀬に思いの詰まった流灯風景

石巻恒例の夏祭り「第88回石巻川開き
祭り」が7／31の前夜祭、8／1の本祭と
石巻中心部で開催されました。今回は東
日本大震災での犠牲者への「鎮魂」と復興
に向けた「希望」に思いを込めて例年とは
全く異なったものとなりました。7／31の
前夜祭は「東日本大震災供養祭」として石
巻仏教会により犠牲者への慰霊がしめや
かな雰囲気の中で営まれ、多くの市民の
方々が焼香をされておりました。また北上
川の流域では一万個の流橙が行われ犠牲
者への祈りが中瀬公園を挟むように流れ
ていきました。8／1の本祭は規模を縮小
しての開催となりましたが前夜祭とはうっ
て変わって多くの市民で賑わいを見せまし
た。陸上の行事としては湊中学校吹奏楽
部、復興みこし、はねこ踊り、等に加えて
ミッキーマウスも登場、多くのボランティア
の参加もあり大いに盛り上がりを見せまし

た。また夜には中瀬公園から約4500発
の花火が打ち上げられ、第一部「祈り」
第二部「希望」をテーマとした花火は特別

な思いを持って多くの方の心の中に映っ
たことと思います。厳かな中で進められた
鎮魂の「前夜祭」そして復興への希望とし
て熱気の中で行われた「本禁」と静と動の

中央商店街には久し．5川の大漁旗も飾り付けられた
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石巻日々新聞は日刊紙の使命を果たした新聞人魂を
みせ全国から展示会の引きも多く絶賛された。

（2）

2011年3月11日の地震の直後、私たちが

育った石巻の中心部は津波に襲われました。

地震から2週間経って私が目にした光景

は信じられないものでした。

道路には船が横たわり、狭い路地には瓦礫

や車が重なりあって通行できない状態です。

掲載の写真は地震から2週間後の市の

中心部を撮影した時の一部ですが被害

の甚大さが伝わると思います。
地元紙の使命を十分に果たす後世に残るグラフ紙
の発刊は意義あるものとなった。（石巻かほく刊）



にお見舞支援金を

したが、校長先生は「この支援金は津波により教科書

流失してしまった生徒達の教材購入な に使わせて頂

再三にわたり感謝の意を表しておられました。帰京数日衡優々禾“

校長先生からの礼状に加え、生徒代表からの‾絵手紙礼状3通に：

折鶴羞付が郵送され、感謝を絵手紙での表現に涙が出〟る程のJ

感激でもた。

折り返し「東京スカイツリー7枚、東京タワ千二㌧3頻

の子供たち10枚」の自作写真アルバム（A4版プリント）を郵送にて≡

を行っているほどです。 ありがたく思っているところ

、一二二二二二」

思いはひとつ。 被災地石巻までの道のり・教訓、感動話

石

避

程

達

友

晩

（3）



ふ るさと石巻 の再隼 を頃季宰 ・沖美隼－÷L－Ll・章擁・・5・藻空木■十・八　　　　　　　　　　　 軒汀洋子面魂か

〈小学生に尊ぶ施療社会面 亙泰か ．
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寿仁君のように

日本中のすべての子どもたちが、相澤

ぐ自分が生をうけた地域社会の中でJ

ってほし

その後、2回支援物資とボランティアの方々を連れて行き、本日

（4月15日）は4回目の帰省で、トラック3台とワゴン車2台で石巻

と女川に行き、来週の19日に戻る予定にしております。

現地は‾くボランティアの人数が全然少なくてヾ食粁」衣類も市の

保管場所に山積みされており、仕分けや配達の人と幸が少ないの

で行き届いてなく、市の職員に方法を考えるように進言してきましたヵ

市の対応は、職員が少ないので全てが遅く、1カ月過ぎても

瓦礫や垂甑、まだに山積みされ、仮設住宅の場所も決められず、

確認できて安堵することもありました。お会いできた方々には何

とか励ますのですが、やはり行動で表すしかないと思い、これから

も第5段・6段と帰省を予定しております。

前回は国会議員を私の享に乗せて石巻と女Jlほ案内し、市長・

町長・警察・消防・自衛隊・ボランティア・避難所の方々と短い

時間でしたがお話しをして実情を見聞していただきました。個人で

できることと、公の機関でやってもらうことがありますが、今後も

両面に渡って漬動して行きたいと思っております。
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▲石中OB・OGの勢ぞろい。嬉しさ、楽しさに破顔一笑の連発だった

▲ミスターヤングのシンボルは36回生の浅野剛君だった

積極的若手登用で盛り上がり

今回の総会は従来からの脱出を図り「盛り

上げあっぷ」と銘打っての開催となった。食卓

テーブル配置を個々人膳とし座がゆったり、

ゆっくり、ゆかしく、ゆかいさあふれる雰囲気

にイメチェンした。とくに若手会員への積極勧

誘が奏功し17、18、22、25、36回生の

溌利フェイスで会場は40名を超えるメンバー

で華やいだ。これからもどしどし新アイディア

を凝らしアットホームな友愛あふれる楽しい会

を目指そう！を合言葉に再会を誓いあった。

リポート菊池正（9回生）・写真青沼義信（3回生）

▲レディス＆ジェントルメンの見本は鈴木（恵）さんと菊池さん（左）で乾杯！

（5）

▲青沼さんの祖父作成のミニ模型・日光東照宮写真展も開催し好評を博した。
（なお前号での掲載文中、東武百貨店とあるのは東武鉄道の誤り。訂正します）



■教科にはない先輩の社会実践を
学ぶ「課外授業」に後輩たちは

憧憶と感動に耽った

読売日響
ファゴット首席奏者

井上俊次さん（33回生）
毎年恒例となって6年目を迎え

た石中における「教育講演会」は平

成22年11月15日（月）、読売日本交

響楽団のファゴット首席奏者井上

俊次さん（石中33回生）が母校・石

中を訪れ、300余名の在校生らを

前に「夢を追いかけて」と題して講

演した。現在の地位を築くまでの

道のりは苦労と努力の連続で、ウ

サギとカメに例えると自分は才能

あるウサギタイプではなく、努力

を積み重ねゆっくり進むカメタイ

プと自覚していると語り、その過

程でその時々に師と仰ぐ人との幸

運な出逢いもあって現在にいたっ

‾守一い者と丁平イ㌻ツ留学中‾の二Lピ

ソードを交えながら熱く語りかけ

た。講演の最後にバッハの「無伴奏

チェロ娼曲第一番よりジーグ」を

ファゴットソロ演奏で幕を閉じた。
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音楽や芸術を志す在校生にとって

大いに刺激になる講演内容となり、

第二の井上さんが誕生することを期待したい。

井上俊次（47才）さんのプロフィールは、昭和55年3月石中卒業後は

東京芸術大付属高校、東京芸大、新星日本交響楽団、N響、ドイツ留学

を経て現在は読売日響のファゴット首膵奏者として活躍し、ファゴット

奏者では日本の第「人者である。（なお実家は「サルコヤ」）

（遺筆）

「3．11の東日本大震災」後5月1日に避難所となっている石中体育館に

オーボエ奏者の奥様と訪れ、ポピュラーな曲の慰問コンサートを開い

ている。その後も東北の被災地で同様のコンサートを暇を見つけて

何回か計画しているという。（記・飯田勝紀）
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「東日本大震災」復興支援報告 事務局長飯田勝紀
（9回生）

「東京石中会」は3．11東日本大震災が起きて間もなく緊急

の役員会を開き、「震災復興支援募金」を募ることになりま

した。呼びかけの対象は東京石中会の会員661名にお知ら

せしたところ、233名の方から総額で2，425，000円の募金が

寄せられました。個々の金額は10万円の方もいて、表示すべ

きかどうかは役員会では迷いましたが、故郷を思う気持ちは

皆同じと判断し氏名だけを表記することにしました。役員会

の思いは、想像を絶する大災害に見まわれた故郷石巻の一

日も早い復興を支援したいと考え、募金期間を20日に絞り

敢行しました。役員会としては、期間が短すぎるためにそれ

ほど多くは集まらないのではないかと心配したのですが、予

想をはるかに超える多額の募金が寄せられました。

このことは、故郷を離れて暮らす東京石中会の会員の絆

を一層強－くしたもの七感じ一、一悲しい出来事の中一でホーツとす

る思いでした。改めて役員一同感謝申し上げます。

なお、復興支援金の寄贈先につきまして当初考えており

ましたのは、石中と石巻市役所でしたが、石中の境校長は

「幸いにも石中の生徒は一人の被害者も出ず、学校自体も

被災しなかったので、石巻全体を考えて市役所に寄贈して

ほしい。」との要望で全額を石巻市役所に寄贈することに

しました。募金集計の途中ではありましたが、5月8日に

一次会として2，200，000円を事務局長の飯田が直接手渡

し、その後6月1日に残りを二次会として120，000円を銀行

振込で合計2，320，000円を寄贈しました。

事務局長　飯田勝紀

【復興支援金報告】

1．募金協力者数：233名

2．募金総額　　　2，425，000円
3．寄贈金額　　　2，320，000円
4．募金活動諸経費　105，000円（募金総額の4．4％）
（募金活動諸経費の内訳）

①　募金案内資料印刷費　11，200
②　同上　発送費　　　　35，750
③　封筒印刷費　　　　　16，892
④　礼状ハガキ代　　　　11，500
等　振込手数料等　　　　　29，658
合　　　計　　　　　　　105，000

会計（副会長）鈴木健司

震災復興支援．を‡金晋一覧湖州．附冊

〈3回生〉阿部剛、坂本武久、猪狩和子、大木郁子、秋保光子、水澤晃、武山勝、後藤久男、青沼義信〈4回生〉森田享子、

大西葉子、阿部剛夫、細川明子、井上英治、大熊正子、大沢寿子〈5回生〉徳江明、松本悦子、遠藤明夫、千坂健、上原藤

三、三澤和子、佐藤仁子、佐藤英雄、早川幸子、猪俣昌子、山口三郎、井上勝夫、島子妙子、阿部寿郎、高橋貞勝、鈴木恵美

子、高村多恵子〈6回生〉久道勝信、中村繁子、細川金子、増健寿、末永敏郎、鈴木京子、鈴木季子〈7回生〉芳賀繊夫、黒川

淑子、伊藤閲子、田上富美子、高橋威夫、金澤功、伊藤憲子、広瀬知子、北川貴恵子、藤沼絢子、荒信子、浅野健治〈8回生〉

澤田知子、金森喜美子、渥美淳、鈴木健司、橋本照嵩、市川洋子、古胡満子、樽見和子、佐藤恭子、高橋静子、荒木軍司、

高嶋展広、川島あつ子、御牧道子、山手てい子、吉田瑛子、藤井治恵、首藤光春、梅沢治子、今野ひさ子、小泉里子〈9回生〉

山川孝子、加藤照子、加島恵美子、稗田洋子、森孝二、早田光、田中龍子、伊藤幸子、喜友名典子、飯田勝紀、滝川喜久子、

青山さわ、菊池正〈10回生〉高橋篤四、高橋修、沼田猛、三浦照雄、今藤秀子、勝又勝、矢澤節子、滝川紘治、緒方正子、

杉山富子、大串一枝、柏倉典子、賛藤宣子、杉山茂、亀山雄臣、大高朋子、舘克憲、奥村カツ子、本田生子、高泉正勝、田代

勝彦、菅ケ又桂子、今井和代〈11回生〉高橋和子、雫石登志子、渡邁みよ、中島富子、吾妻時子、池永喜美子、菊地保夫、高井

篤三、栗原光男、鳴海佳子、村田耕亮、間部和子〈12回生〉諏佐良子、西候修、吉田文也、蟹澤詔子、中塚克子、奈良坂仁、

南里憲三、佐藤まつ子、阿部恵子、金澤由紀子、奥田捷治、長谷部節子、中里成男、江尻益子、橋村蓉幸、金澤洋、安田淳

子、岡崎国男・好子、籾井あき子、村上秀一、今井あい子、佐藤正克く13回生〉竹内政子、小杉寛子、吉村久仁子、赤塚誠哉、

神志名教子、虻川智子、星貞子、小野寺弘子、須田正毅、保坂智子、勝島節子〈14回生〉若狭公子、塚本国樹、細川忠勝、

上聞幸子、鈴木照子、山中圭子、梅沢智、小川孝三郎〈15回生〉高橋仁子、池田精寿、金澤きみえ、片山洋子、畠山清光、

山形昌子、竹村裕子、今野和子、高田久、太田とし子、阿部博子、末虞千代、高橋智江、星澤晋、新谷京子、西村千沙子、

村山由希子、星憲夫、櫓佐秀美、金子和子〈16回生〉大久保和夫、坂口いく子、鈴木槙子、渡辺啓子、岡康博、佐藤政彦、

青山憲介、薗田美智子、佐々木光子、須田厚、船山浩志、金澤哲、吉田義弘〈17回生〉佐藤真木男、熊谷道夫、今野雅隆

〈18回生〉石森邦昭、遠藤加寿子、笈原健、渡辺総－、塩田美知子、鈴木清勝・裕子、中西園子、加藤京子、山口広治、岩崎

久仁夫、吉田るり子、小野恵久子、本橋冨久子、志村明子、西田美知子、加藤友成、山崎容子〈19回生〉亀山憲一郎〈20回生〉

唐澤泰子、森佳代子〈21回生〉櫛あつ子〈25回生〉星野祐一、市川裕子、西崎憲子、小林秀子〈26回生〉水澤茂、鈴木雅芳、

高橋周泰、大久保多賀子、高橋裕子〈28回生〉加藤英子〈29回生〉阿部泰〈32回生〉清水昭浩〈33回生〉井上俊次〈36回生〉浅野剛
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l「石巻雄勝法印神楽」鎌倉で復興支援の舞い
壊滅的被害をうけた「雄勝法印神楽」は全国の神楽愛好家の激励を受け歴史の町・鎌倉で復興

支援公演を行うことになりました。国指定の重要無形民族文化財で6月には国立劇場で公演し好評

を博したばかり。今回は神楽で使用の面、衣装、太刀が流されてしまい室町時代から600年も続い

た伝統文化も危機に瀕Lました。しかし全国の愛好家の支援で今回の公演が決定しました。

ちなみに「神楽保存会」副会長兼演舞者の伊藤博夫氏は雄勝の新築自宅は流失し仮設住宅イ主ま

いとのこと。また主催の湘南リビング新聞社での企画者2人（平塚、青木両氏）も女川、雄勝出身者

で全員石高出身です。■なお、売上金は石巻市に寄付されます。

〈石巻復興公演鑑賞にご参加ください〉

チケット料金：3000円（昼夜通しは5000円）

申し込み予約：湘南リビング新聞社（0466）27－7411

公演日時：10月9日（日）昼の部13時30分、夜の部17時30分

会　　場：鎌倉宮

交　　通：JR横須賀線鎌倉駅東口下車　江ノ島電鉄鎌倉駅下車各徒歩30分

バス鎌倉駅東口から京急バス「鎌20・4番」大塔宮行き大塔宮下幸

主　催／湘南リビング新聞社　共　催／鎌倉観光協会　後　援／石巻市、鎌倉市、国立劇場、日本ユネスコ協会、鎌倉ユネスコ協会

l武蔵野女子学院中学・高校で被災地生徒受け入れ
東日本大震災で被災した生徒たちを受け入れを長期的に支援する学校が武蔵野女子学院

（西東京市）だ。復興支援として20名を中学で最長6年間、高校で最長3年間で授業料含む学費

は在学中全額免除。生活費補助は在学期間中1名あたり月額3万円。仏教主義の人間教育を貫き

80年余にわたって命の支えあいを根本理念とする同校は、望月伸造校長のもと「子供たちの一日

も早い笑顔を取り戻させたい」と取り組んでいる。

希望者の方はこちらまで

【武蔵野女子学院中学校・高等学校】

電話番号：042－468－3256

高校の場合：八巻教頭先生／中学の場合：小暮教頭先生まで

受付・問い合わせ時間：9：00～16：00

翔酵炭虜拳裡
日誉本大震災傷興支嬢＞

名針ナ入れ、農期的に支援します！

方■い申し上げま十と丼に、‾均もヰ［瑚女鹿じ申し上汁象す▲

きて．渉月llPiこよ機関棚痛いよした太瞳∫軋文科桝を卯心に議書専用肇をも

らしました．霊巌瞳ひと月を現した魂事もよだに六書な免責が蠣、、▲∬叩叩　熟もチ僻僻象欝

年も銃猟であり≠す．その上うなや、■鱗↓た隻凛∵攣損もまた■書くありゝ礪犠月測線慮った

○義算生霊の交付入れ
札暮事物区分に■わら▼♯■20婁

○士人■1
輌■18暮■．暮■蜂■18■■

○■■■t●亡●t
書暮■瞥轟■■■中量■1十

〇量爛鵬
iテ≡：≡Tl暮●象り月■30劇沌円

凛十に巾村、■たちに●t瞥iヱてくれる硬干●たちです．それチ臍たらに讐びの場を押し、

纂■ttワ■して・、きたいこ・■ラムさ■どもTl■l一十．暮事の大きさモ1えれ職■な中り絶入

■㈹ござい■十■　二の■■1卿－■となってくれることと念じてやみ主せん．

l「石巻賛歌」復興支援に初のCD化発売
一被災地石巻市の歴史、自然を描き市制40周年時の1974年に上漬された「カンタータ大いなる故郷石巻」。歌と管弦楽による壮大な

る賛歌が、今回初めてCD化され発売となった。売り上げは復興のため石巻市役所に寄付される。作曲は石巻出身の小杉一郎氏で東京音

楽学校（現東京芸大）時代から映画音楽に携わり、日活「宮本武蔵」「サイボーグ009」などの映画、テレビ音楽300本以上を手がけた名匠と

謳われた。父は俳優の小杉勇。作詞は石島恒夫氏。歴史、民謡や子守唄などが盛り込まれた傑作だ。初演時の録音が、小杉氏自宅から偶然

発見された。野趣あふれるキジ撃ち、川つりなどのBGMはインパクト大だ。

演奏／東京交響楽団　歌手／伊藤京子、友竹正則　朗読／山内　明　　　合唱団／石巻合唱団

定価：2000円（なお売上全額を石巻市に寄付する。）　注文：ファックス03－3302－0527へ

または伊福部昭公式ホームページ（http：／ifukube一〇fficiaI．kifu，Officelive．com／charity．aspx）
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●
1 1 務 局 繁 J、亡記

事務局長　飯田勝紀

3．11を境に事務局に会員から電話が多くかかってきた。

「石巻に何度電話しても通じない！何か方法はないか？」

「石巻○○町の被害状況を知りたい。」

「一人暮らしの父親に連絡が取れない、何か方法はないか。」等々、
困り果てたあげくに切羽詰まった電話が多カ＼った。私も同じように実

家の兄や妹に電話を何度掛けても通じないてやきもきしていた。事務

局という役目柄少しは役に立ちたいと思い、あちこちに電話を掛けた

り、インターネットで調べたりして情報集めに奔走した。役員の何人か

は石巻入りを敢行して情報を得ていたので、それからは問い合わせに

も解る範囲で応えられる三・〇三あったが、あの時は本当に解らないこ

とだらけだった。
また、友人が送ってくれた生々しい石巻市街地の動画や写真を

入手したので、アドレスが解る範囲でEメール転送したところ、

たくさんの感想返信が届いた。

4月中旬になって「復興支援募金」の呼びかけをすると、普段

交イ言のない何人かの方々から賛同の返信が寄せられた。その中に

は何度もボランティアで石巻に行っている牙の活動報告や、何故か

復旧復興が全く進んでいないと嘆くメールも届いた。遅まきなが

ら私も5月7～9日にやっと息子運転の皐で帰省する決√亡がつい

た。皆さんから寄せられた復興支援金を一日も早く届けるべく役

員会の使命をおびて石巻入りしたのだが、変わり果てた生まれ故

郷の残酷な光景を見て言葉を失ってしまった。（被災地報告は他

の役員の記事に任せることにしたい。）

「3．11東日本大震災」は戦後最悪な大惨事であって、現地で遭

遇された方々の悲惨さ思うとどう捉えていいのか自分でも整理が

つかない。故郷を速く離れて暮らす東京石中合の皆さんも同じ気

持ちと察する。ただ、この戦禍の中でたくさんの東京石中合の皆さ

んが．亡を一つにして、連絡を取り合ったり復興支援募金に協力し

たり、石巻を何とかしたいと思う気持ちの絆が一層強くなったよ

うな気がした。「東京石中合」も少しは役割を果たせたのかと′己

を強くしている。

二三二一二一二三重垂垂匪‡三二了‥三
写真展「石巻」3．11日を越えて
悲惨な故郷の姿を写真で

伝えようと石巻在住の写真

家、愛好家によるフォト展が

東京・町田市フォトサロンで8

月に開催され多くの感動を与

えた。出展者は石巻市内で写

真店を営む池田進さんと氏

の指導を仰ぐ阿部京花さん、

もう1名は竹内敏恭さんで夫

人・政子さん（13回生）の

夫。企画者・青沼義信さん

（3回生）の尽力によって実現

の運びとなった。市内の惨状、

避難所生活の子供たちの姿

など印象的だった。

「かんがる－の会」チャリティ開催
東日本大震災遺児支援の

主旨で開催された第1回チャ

リティイベントが7月に東京医

科歯科大ラウンジで行われ

た。女性の一生を通してより

よい妊娠、出産、育児を考える

会として1990年発足。同会に

は坂口（旧制高橋）いく子さ

ん（16回生）らが活動してお

り満場に感銘を与えた。「．主、る

さとまで届きますように」と題

した歌手の大森智子さん、ピア

ノ中川賢一さんによる演奏や

石巻医療報告を和田忠志先生

の講演などで盛会となった。

　 †　－　▲k　ノh　鹿 l【　　　 鹿　 廿m コ　ノh　」L　 lJL　　　‾コ＝＝lF　　　　 ■・・タ■　　　　 ．」＿
石 巻 の 復 旧 ・復夏 興 の た め 、頑 張 っ て い ま ●

■－●

葦票歪
呈芸萱

2号芸芸

蓋井淫
2 上誓
書藁葺

3 虐

菅歪彗
星も貰
i 。書
芸や葺
2 台

香浜諾
2 々喜 表
書 萱
孟長姜

電藤日芸琴量撃

岳撃歪蕾

香膏璽
旦束髪
も喜寿萎
喜司舗

署サ寒
喜ル藁
（ の9 す号コ差
6…ヤら
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年会費の納入、有難うございました。

平成22年度の年会費は、178名の方々から振込みがありました。平成23年度は、「総会と集いの会」が大地震

のため開催されませんでしたが、大勢の会員の皆様からの年会費の納入をよろしくお願いします。これからも

母校・石巻中学校発展のため、支援として実施されている講演会等の活動に力を注いでいきたいと存じます。

●平成22年度・東京石中会・年会費払込者名簿

（第3回生）阿部剛、秋保光子、結城常明、青沼義信、嶋田寿子、大木郁子、猪狩和子、加藤英子、後藤久男、水澤昂、森山滋之、佐々木裏、坂本武久、武山勝（第4回生）

森田享子、金野和夫、阿部剛夫、粟野登茂江、三浦貞夫、大西菓子、大熊正子（第5回生）鈴木恵美子、島子妙子、岩井和子、佐藤仁子、井上勝夫、菊田淑子、魅後京子、

上原藤三、小於悦子、松本悦子、高村多恵子、津端みち子、石井弘志、猪俣昌子、阿部忠男、早川幸子、徳江明、阿部道子、遠藤明夫（第6回生）久道勝信、鈴木季子、末

永敏郎、清水秀昭、長崎紀久子、相澤昌男、細川金子（第7回生）田上富美子、芳賀銭夫、金澤功、伊藤恵子（第8回生）首藤光春、御牧道子、高橋静子、川島あつ子、市川

洋子、菅野邦子、梅沢治子、今野ひさ子、鈴木健司、関春美、樽見和子、橋本照高、畠山尚、松田勝治、山手てい子、高嶋展贋、金森書美子、苗胡満子（第9回生）飯田勝

紀、山川孝子、伊藤妻子、後藤安男、田籠美子、早田光、高橋洋治、小泉勝子、菊池正、飯田勝紀、加藤照子、森孝二、田中龍子、青山さわ、喜友名典子、稗田洋子（第10

回生）川野澄子、田代勝彦、今井和子、緒方正子、勝又勝、高泉政勝、奥村カツ子、加藤幸子、菅ノ又桂子、斎藤宣子、角田守弘（第11回生）高橋和子、雫石登志子、吾妻

優子、加藤護、菊池保夫、後藤永子、高井篤三、池永喜美子、渡逢みよ、間部和子（第12回生）南里意三、吉田義男、奈良坂仁、村上秀一、今井あい子、夏目都喜子、金澤

由紀子、西候修、岡崎国男、堤和子、佐藤正克、岡崎好子、安田淳子、小林美智子、奥田捷治、山下秀子（第13回生）須田正毅、赤塚誠我、佐々木次臣、竹内政子、佐々木

文江、小堀敦子、岡田ちづ子、植草良子（第14回生）高橋真理、梅沢歌子、鈴木照子（第15回生）畠山清光、今野和子、星澤晋、今井恵子、星憲夫、山形昌子（第16回生）

森岡芳朗、菓良枝、佐藤政彦、薗田美智子、渡辺啓子、岡康博、坂口いく子、大久保和夫、星澤正孝、青山憲介、吉田義弘（第17回生）今野雅隆、佐々木真木男、佐藤秋

男（第18回生）山口広治、山崎容子、河口登喜子、中西園子、浅野和雄、田村隆、出雲雅明、渡辺総一、高梨誠（第19回生）亀山憲一郎（第20回生）杉山茂、新田輝夫、穴

原直子（第23回生）岡田文彦（第25回生）星野祐一（第26回生）鈴木雅芳、高橋裕子、茂泉書則、大久保多賀子（第27回生）渡辺寛治（第32回生）井上俊次、生田由紀子

（第33回生）菅原洋樹（第34回生）星野知倫（第36回生）浅野剛（以上順不同）

※会費を納入された方で、お名前の記載がない方は事務局までお知らせくださいますよう。

■お詫び・訂正／平成21年度年会費納入者掲載もれ。高橋治郎さん（7回生）同寄付者／遠藤正子さん（5回生）北川貴恵子さん（7回生）

窓口を通してお振り込みされますと、手数料が120円徴収されます。振り込み用の

機械（CD）で振り込まれますと、手数料は80円となります。出来るだけ、振り込

み用の機械（CD）でお振込みされますよう、お願いいたします

（平成22年度会計報告は来年6月総会にて行います。）

東京・石中会も今年で9年目に入ります。会の運営は、基本的には同窓生皆様からの

貴重な年会費を財源としておりますが、事務費用その他の活動で、財政的にはまだま

だ脆弱な面を有しています。

東京・石中会では、引き続き皆様からの貴重なご寄付を受け賜っております。ご芳

志は、下記事務局長宛にお送りくださいますようお願いいたします。　飯田　勝紀

〒253－0072　茅ヶ崎市今宿360t3－2－302

〈東京石中会〉ホームページのお知らせ！！

http：〟book，geOCities．jp／tokyosekichukai／index．html

東京・石中会 来年6月に開催致します。
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編
集
・
広
報
　
　
　
委
員
長
　
井
上
勝
夫

委
員
会
ス
タ
ッ
フ
　
委
　
員
　
首
藤
光
春

委
　
員
　
鈴
木
健
司

「
東
京
石
中
会
」
が
設
立
さ
れ
て
、
1
0
年
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
順
風
満
帆

と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
会
の
組
織
や
会

報
の
内
容
が
充
実
し
て
そ
れ
な
り
に
進
化
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
突
然
「
3
・
1
1
東

日
本
大
震
災
」
が
起
き
、
復
興
支
援
体
制
づ
く

り
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

会
の
主
た
る
事
業
は
　
①
毎
年
行
わ
れ
る
「
捻

会
」
　
②
会
報
「
友
よ
！
東
京
・
石
中
会
だ
よ
り
」

の
発
行
　
③
母
校
へ
の
「
課
外
授
業
講
師
派

遣
」
で
し
た
が
、
①
の
総
会
は
中
止
に
し
、
②
③

は
継
続
実
施
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事

務
局
が
掌
握
し
て
い
る
現
在
（
平
成
2
3
年
7
月

2
3
日
）
の
会
員
数
は
6
4
1
名
で
、
す
べ
て
の

方
に
総
会
案
内
と
会
報
を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
。
会
の
運
営
は
、
こ
の
と
き
同
封
す
る
振
込

用
紙
に
よ
る
皆
様
方
の
年
会
費
（
1
0
0
0

円
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

の
年
会
費
納
入
者
は
1
7
8
名
で
、
と
て
も
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
不
足
分
は
会
報
に
記
さ
れ
て

い
る
通
り
、
有
志
の
方
々
の
寄
付
金
と
会
報
の

広
告
料
で
補
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
か
ら
の

お
願
い
で
す
が
、
震
災
後
の
年
会
費
の
納
入
の

お
願
い
は
非
常
に
心
苦
し
い
の
で
す
が
一
人

で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
飯
田
勝
紀
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石
巻
で
の
思
い
出
、
中
学
時
代
の
こ
と
や
最

近
石
巻
を
訪
れ
て
感
じ
た
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト
、

俳
句
な
ど
大
歓
迎
！

皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

投
稿
に
は
お
名
前
、
ご
住
所
、
回
生
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
2
0
0
～
4
0
0
字
く
ら
い

に
ま
と
め
て
左
記
事
務
局
ま
で
郵
便
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

宛
先
‥
東
京
・
石
中
会
事
務
局

飯
田
　
勝
紀
　
〒
2
5
3
・
0
0
7
2

茅
ヶ
崎
市
今
宿
3
6
0
・
3
・
2
・
3
0
2

投
稿
、
大
歓
迎
〓
＝

「
東
京
・
石
中
会
だ
よ
り
」
第
7
号
は
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
感
想
や
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
声
を
活
か

し
て
、
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
広
報
紙
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。


